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■ 会 長 報 告            村松 章隆君
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皆さんこんにちは！ いつも、幹事報告の内容

を会長が話すとアドバイスをいただきましたの

で、今日は、高校時代の話をいたします。 
今、世間では、体罰の問題が取り立たされてい

ますが、私の場合は、無いと言ってよいと思いま

す。憧れの藤枝東高サッカー部の合格発表があり、

昭和 45 年 3 月に入学式の前にお呼びがあり、練

習に参加しました。約 10 日間位でしたが、監督

は、新人の個人の能力を試す為、練習試合を毎日

のように行いました。そして入学式の日でした。

練習が終わり 2・3 年生と蓮花寺池公園まで、ラ

ンニングして教育指導といって、伝統を教えこま

れました。翌日からは、声は、かれ、筋肉痛にな

り一変しました。 
つまり、説教の始まりでした。それまでは、お

客様でした。 「言葉使いが悪い、ボールの空気

が悪い」とか、いろいろ指摘され、時には、蓮花

寺池 10 周回されたこともありました。ケンケン、

うさぎ跳び、正座、同級生の一人でも態度が悪か

ったりすると連帯責任で説教を受けました。毎日

毎日続きました。練習も勿論大変厳しくて、その

内身体もやっと慣れてきて、この経験が、他校よ

り、格段の差ができ、全国大会出場につながった

と思います。 従って、先輩に対しては、うらみ、

つらみは、全くありませんし、むしろ、義兄弟の

様なお付き合いをしております。 

■ 幹 事 報 告            内山 淑夫君 
• ２６２０地区より 
 ２０１３－２０１４ガバナーノミニー決定の

お知らせ届いております。 
（甲府 RC 野口英一氏に決定） 
• ２６２０地区より 

 ロータリー囲碁同好会「第１４回ロータリー国

際囲碁大会」のご案内が届いております 
• ロータリーの友事務所より 
 ロータリー手帳お買い上げのお願いが届いて

おります。 
• 山梨ダルク本部より 
 会報が届いております。 

■ 出 席 報 告                望月 誠君       
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

33／44 75.00％ 40／44 90.90％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○飯田君 ○伊藤彰君 ○内山君 ○小林君 
○樽井君 ○伴野君 ○中山君 ○山田君 
川口君 早川君 藪崎君 
(２)メークアップ者 
漆畑 雄一郎君（藤枝）  

■ ビ ジ タ ー                       
青島 彰君（藤枝）  

■ スマイルＢＯＸ           望月 誠君 
• Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ ｓｏ ｍｕｃｈ ｆｏｒ ｔ

ｈｅ ｂｅａｕｔｉｆｕｌ 
ＢＡＧ＆ＳＴＡＴＩＯＮＥＲＹ＆ＣＡＳＨＢＯ

Ｘ                            髙杉 光洋君 
• 妻の誕生日プレゼント、結婚式のプレゼントあ

りがとうございしまた。        玉木 末雄君 
• 妻への誕生日プレゼントありがとうございま

した。                         小山 明良君 
• 妻の誕生日プレゼントありがとうございまし

た。                           村松 章隆君 
• 誕生日プレゼントありがとうございます。５０
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才になります。まだまだ何事にも一生懸命頑張

っていきたいと思います。         望月 誠君 

スマイル累計額 ４２８，３３２円   

■ 外 部 卓 話                     

車椅子バスケット

ボール・パラリンピ

ック日本代表 
藤本 怜央氏 
 
 

 
生年月日：１９３８年９月２２日 ２９歳 
出身：静岡県島田市 
所属チーム 宮城ＭＡＸ 
ポジション：センター 
障害持ち点：４．５点 
＜略歴＞ 
２００４年：アテネパラリンピック日本代表 
２００８年：北京パラリンピック日本代表 
２０１２年：ロンドンパラリンピック日本代表 

その他、アジア選手権・世界選手権など数

多くの大会にエースとして出場。 
２０１０年世界選手権（イギリス・バーミ

ンガム大会）では、チーム優勝は逃したも

のの個人では世界の得点王に輝いている。 
＜プロフィール＞ 
小学校３年：交通事故により右足を負傷・膝から

下を失い義足となるが努力の末、以前より

所属していたサッカーチームに復帰。 
小学校５年生：当時、地元ミニバスチームのコー

チを務めていた父の助言によりサッカー

をする傍らミニバスケットボールも始め

る。 
中学時代：中学校ではバスケットボール部に所属。 
高校時代：高校では父の所属するクラブチームに

入り、プレーの幅を広げていった。 
高３の終わり「宮城ＭＡＸ」の繰り広げる

車椅子バスケットの試合を目にしたこと

で衝撃を受け「このチームでプレーした

い」と強く希望。 
大学時代：東北の大学に進学後、念願の宮城ＭＡ

Ｘに所属。 
未経験の車椅子を必死の努力で乗りこな

し、パラリンピックの代表選考合宿に初召

集される。 
現在：日本代表としての経験も１０年を超え「絶

対的エー

ス」として

現在も世

界を相手

に活躍し

ている。 
 
■ 今 週 の 一 言       多々良 睦生君 
「私の両親」 
私は１９４１年５月生まれ７２歳の年男です。 

２２年前の５月創立と同時に入会させて頂きま

した。５０歳の時です。 
父は昔の相川村の百姓の三男坊で、職を求め韓

国に渡り鉄道に勤めるようになりました。 
母の親も四国の山の中では食べていくのが大

変で、韓国に渡り左官の仕事を始めたようです。 

終戦により母と祖母、妹と私の４人で着の身着の

ままで引き揚げてきました。母は２７歳で私達を

無事日本に連れて帰ってくれました。“何として

も日本に帰る”という想いで苦労して引き揚げて

来ました。父が残務整理をして３ヶ月位あとに、

リュックサック１つで元気に帰って来た時の事

は忘れません。父と母が頑張ってくれたおかげで

現在の生活があります。 
自分が４歳の時の想いは家が貧乏で食べるも

のが少なく、いつも腹が空いていた思い出です。 
 
 

●例会プログラム● 
例会日 クラブ行事 摘要 

2/15（金）

第 1028 回
会員卓話 若林秀典君 

2/22（金）

第 1029 回
会員卓話 竹田敏和君 

3/1(金) 
第 1030 回

ＩＧＭ報告  

3/8（金）

第 1031 回

ＩＭ報告 
ＩＧＭ報告  

3/15(金) 
第 1032 回

会員卓話  

 
           

   （担当／池ヶ谷君） 


